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はじめに

このたびは、弊社製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございました。

本製品をご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。

弊社は、パソコンを有効活用できるように"使いやすく信頼性の高い製品"を提供すると同時に"迅

速なアフターサービス"でューザの皆様に満足していただけるよう努力いたしております。

ご利用に際し、不lllな点,特定用途に合わせた仕様変更の要望などがありましたら下記へお問い合わ

せください。

株式会社 ゼニス言,員」システム 営業部

TEL o423 68 2126
FAX o42364 0067

概 要
GP IBア ダプタZs 6125は 、最大 8バイト (64ビ ツト)ま でのパラレル入出力信号を、cP IBイ ンター

フェイスに変換することができます。

ZS 6125を使用することにより、GP IB機能のない測定機器等でも容易にGP IB機能を持たせることが

できます。
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特 長
1、 1台で入力と出力の両方の機能があります。

2、 入出カデータは最大 8バイト (B(Dでは16桁)ま で接続できます。

3、 デ ー タ コー ドはBCD,HEX,バ イナ リいず れ に も対応 で きます 。

4、 データ転送方法においてビツト、ニブル (4ビ ツト)、 バイト (8ビット)単位での処理ができ

ます。

5、 動作モードがソフトまたはハード (デイップスイツチ)で設定できます。

6、 ソフト設定された動作モードはEE PROMに 自動的に記憶されます。

7、 3種類の動作モードで、種々のデータ転送や制御ができます。

8、 データとは別に制御信号があり、入出力機器との同期がとれます。

9、 デリミタの設定は、4種類の組合せができます。

注意事項
1、 製品の仕様,外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

2、 弊社は、本書の記載外の内容に起因する損害について責任を負いません。

3、 本書を許可なく複製することは、堅くお断りします。
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1.梱包内容の確認

ZS-6125P
本体 (プ リント基板タイプ)

データ入出力用コネクタ (山一製

電源ケープル 60cm
取付用ゴム足

取扱説明書

保証書

ZS-6125P-01
本体 (プ リント基板タイプ)

データ入出力用コネクタ (山一製

GP IB引 出し用コネクタ (山一製

電源ケープル 60cm
取付用ゴム足

取扱説明書

保証書



準備

2.各部の名称と機能
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準備

1、 RESETス イッチ lSW5)
ZS 6125Pを 初期状態にします。

(1)ディップスイッチモード

ディップスイッチのデータを取り込みます。以

後の動作は、この時取り込んだディップスイッ

チの内容で動作 します。

(2)ソ フトモード

EE PROMの 内容で動作 します。

2、 LOCALス イ ッチ (SW6)
ONにするとリモート信号がローカル状態にな

ります。ローヵルロックアウトの状態ではこの

スイッチは無効です。

3、 STARTス イ ッチ (SW4)
動作モードにより、つぎのような動作をしま

す。

(1)デ ィップスィッチモー ド

MODEO:SRQ信号 を発生

MODE l:ト ーカのGP IBハ ン ドシェイク開始

MODE 2:SRQ信号を発生

(2)ソ フトモード

EE PROMの 内容 で動作 します。

4、 SRQラ ンプ

サービスリクエスト信号を発生したときに点灯
し、コントローラのシリアルポーリング完了後
に消灯します。

5、 TALKラ ンプ

トーカに指定されているとき、またはトークォ
ンリで点灯します。

6、 LiSTENラ ンプ

リスナに指定されているとき、またはリスンォ
ンリで点灯します。

7、 REMOTEラ ンプ

リモート,大態で点灯 します。

8、 ランプ 1(Ll)
オプション機能

9、 ランプ 2(L2)
オプション機能

10、 ADRス イッチ(SWl〕
cP IBア ドレスを設定します。

11、 OUTノ :Nス イッチ (SW2)
入出カポート (8バイト)の入力、出力をバイ

ト単位で設定します。ソフトモードでは無効で

す。

12、 MODEス イ ッチ (SW3)
デリミタの種類、4/8モード、入出力の正負

論理、動作モー ドの種類を設定します。

13、 DATA-1コ ネクタ (」 1)

パラレル入出力機器との接続コネクタです。

14、 DATA-2コ ネクタ (」 2)

パラレル入出力機器との接続コネクタです。

15、 GP― lBコ ネクタ (」 3)

CP IBケ ーブルの接続コネクタです。オプショ

ン(型式ZN 6125P 01)で フラットケーブル34芯
コネクタ」4)も あります。

16、 リモー ト制御 コネクタ(」 5)

外部からcP IBア ドレス設定やsTART,RESET
などの制御入力ができます。また外部でモニタ

LEDを 点灯できます。

17、 電源 コネ クタ (J6)
入力電圧 DC5 V 07A

18、 JP3ジ ャンパー

基板内+5VをJl,J2の+5信号ビンに接続"する"

"しない・を選択します。

12側 :接続する

23側 :接続しなし、出荷状態)

19、 JP4ジ ャンパー

1～ 4ポ ー トの入出力IC(sN74LS245)の ENB端
子をJlの42ピ ンから制御できます。

12側 :制御可 TTL LOWで禁止

34側 :制御不可(出荷状態)

20、 」P5ジ ャンパー

5ヽ 8ポ ー トの 入出力IC(SN74LS245)の ENB端
子を」2の42ビ ンから制御できます。

12側 :制御可 TTL LOWで禁止

34側 :制御不可(出荷状態)



準備

3.仕 様

(5}入 力 (lN〕

(6)出力 (OUT)

(7)電 源

(8)動作条F■

(9)外形寸法

この説明書での入力 (IN)、 出力 (OUT)は 下図のとお りとします。

:IEEE Std 488 1978に 準あ[

:SHl,AHl,T5,TEO,L3,LEO,SRl,DTl.RLl,PPO,DCl,

C0

:ア ダプタは トーカとして、人出力機器のパラレル信号を

読み取 り、他のCP IB機器のリスナある0ヽまコントローラ

ヘデータを転送 します。

最大データ数 :8バイ ト

:ア ダプタはリスナとして、GP IB機器から受信 したデータ

を、入出力機器ヘバ ラレル信号にして出力 します。

最大データ数 :(8バイト)― (入カデータバイ ト数 )

:DC5 V 07A
:0℃ ～45℃

:100mm× 220mm× 約30mm(H)

(1)CP― lB規格

(2)イ ンターフェイス機能

(3)データ入出力数     :最 大 8バイト (64ビ ツト)

(4)入出カインターフェイス回路



準備

4.コ ネクタのビン接続

4-1 データ入出カコネクタ

使用コネクタ :山一製 コネクタ2個 (フ ラットケープル接続)型 式FAP 5001 1204 0BF

DATAl(コ ネクタ」1)            DATA2(コ ネクタJ2)

Ⅳ
ｏ ②

D2

0
Ｗ
Ｏ

21

26

REM OTE

“

39

TRIGGER

0し EAR GND

GND

SICNAL

0 0

13

0

18

Ｗ
ｏ

31

OUT REMOTE

OUT
“

OUT

OυT 48

参照

※1 制御信号はDATAl側 、DATA2側とも同じです。内部でマルチ配線してありま

【F    す。

※2 0UT/1Nの項は、アダブタと入出力機器との信号の方向を示 します。

※3 0UT/1Nの項で、○内の数字は、その入出カポート番号を表します。

※4 +5Vは ジヤンパービンの」P3でZS 6125の +5vを 接続することができます。

※5 内部ジヤンパービンのIP41P5を 1側 に接続すれば入出カポートのIc(SN74
LS245)を外部から制御できます。

P14ENB: LOWで ① ～④ ポ ー トの入 出力 禁 止 (ト ライス テ ー ト出力 OFF)

P58ENB: LOWで ⑤ ～⑧ ポ ー トの入 出力禁 止 (ト ライス テ ー ト出力 OFF)



準備

4-2 CP_lBコ ネクタ接続

NRFD―――-7
N DAO一――-8

1FC―――-9

ZS-6125Pの CP■ Bコ ネクタは:EE[-488標準規格仕様 とオプションにより外部ヘフ

ラッ トケーブルで引き出せる仕様があります。

. 2. 1 1EEE 488規 格コネクタ

SR―
ATN-11

シールドーーー

ロジックグランド~
ATNの グランド

ーSRQのグランド
ー

21

IFCの グランド
ーNDACの グランド
ーNRFDのグランド
ー

6-――― DAV
5-―――EOl
4-Di04
3-――― D'03
2-D102
1-―――D101

13~~~~~Di05
14-Di06
15-―――D107
16~―――D108
17-REN
18-―― DAVの グラン ド

4. 2. 2 FCコ ネクタ(」4)・ …… 型式ZS-6125P― ol

外部へ34芯フラッ トケーブルでGP― IB信号およびGP― lB ADRス イッチ(SWl)の信号 を

引き出すことができます。

SIGNAL SIGNAL

D101 1 2 D105

Di02 3 4 D106

D103 5 6 D107

D104 7 8 D103

EOl 9 10

DAV GN0

NRFD 13 14 GND

NDAC 15 OND

IFC 17 18 CND

SRQ 19 20 GND

ATN OND

シール ド GND

AEIRl― SVV ADR2‐ SW

ADR3-SヽV ADR4-SW

ADR5-SVV ADR6-SVV

ADR7-SVV ADR8‐ SヽV

GND GND



準備

43 」5コ ネクタ接続
ZS-6125Pを 内部組み込みで使用する場合にア ドレススイッチやモニタ表示を外書6に

引き出すことができます。

SIC● NAL SIGNAL

CND 1 2 STハ RT― S●●V

LOCAL―S,V 3 4 RESEISvV

SRO― LED 5 6 TLK― LED

LSN―LED 7 3 RE M‐ LED

L4-LED 9 10 L2-LED

45V 11 12 GND

ADRl‐ SVV ,3 14 ADR2-SVV

ADR2‐ SVV ,5 ADR4-SIIV

ADR5SヽV 17 ADR6-SVV

ADR7-SVV ,9 20 ADR8-SヽV

START―SW
LOCAL―SW
RESET―SW

外部からスイッチ接点やTTL信号で入力することができます。

+5V

10k Ω

220Ω

SRQ― LED
TLK―LE D

LSN― LE D

REM―LED
Ll― LE D

L2-LED

ADRl～ADR8

外部にLED表示ができます。

外部からADRス イッチ(SWl)の 8ビ ッ トをセッ トできます。

この場合プリン ト基板上のADRス イッチ(SWl)は
すべてOFFと してください。

44 J6コ ネクタ接続

ZS 6125Pに +5V電源を接続するコネクタです。

ZS 6125の 電源



各種機能設定

1.ディップスイッチの設定

各種機能設定

1-1 接続する入出力機器の確認
ZS 6125は 、デイプスイッチの設定により、多種多様な入出力機器と接続できます。

接続する入出力機器に合わせて、次の表をもとにチェツク項目に○印や数値を記入し、確

認 して下さい。

No 確認内容 チ ェ ック 設定 スイ ッチ 参照へ・―シ・

1 制御方法 sW/ソ フ ト ADRスイッチ 7 9

2 入カデータ数(入出力機器→CP IB) (  ソ`
・
イト

OUTttNス イッチ 93 出カデータ数(CP IB→入出力機器) (  ソ`
・
イト

4 入カデータ+出カデータ≦8バ イト YES N0

5 入カデータの正負論理 正  負 MODEスイッチ 5

106 出カデータの正負論理 正  負 MODEスイッチ 6

7 データ単位(4ヒ ット/8ヒ ツト■ド)
4//8 MODEスイッチ 3

8 データコード(BCD/HEX) BCD//HEX ADRスイッチ  8 9

9 デリミタ CR LF EOl MODEスイッチ 1,2

10

動作モー ド 012 MODEスイッチ7,8

11 アドレス指定方式 ONLY//ADR ADRスイッチ  6

912 トークオンリ Or リードオンリ トク/リスン ADRスイッチ  5

13 アドレスの設定(ADR方式の場合)
ADR Nol ) ADRスイッチ 1^‐ 5

14 制御信号の正負論理 正  負 MODEスイッチ 4 10



各種機能設定

1-2 ディップスイッチの機能

121 ADRス イ ッチ(SWl)
ON

この信号は」4,J5の コネクタで外部からも
    1

設定できます。この場合このスイッチは    F゚F

全てOFFと してください。

スイッチNo 名 称 機 能

1

2

3

4

5

ADR-1

ADR-2

ADR-3

ADR-4

ADR-5

GPJBの ア ドレスを設定 します。

スイッチNo 6がONLYの ときADR-5の機能は次の

ようになります。

ON:ト ークオンリ

OFF:リ スンオンリ

6 ONLY/ADR オンリモー ドにするかア ドレスモー ドにするかを

設定します。

7 制御方法 動作機能をテ・ィッフ
・スイッチの設定による、またはGP B

からソフトで設定するかを選択 します。

8 BCDノ HEX データコー ドの設定を行います。

MODEス イッチの 4/8モ ー ドが 8ビ ットモー ド

に設定 した場合はこのスイッチは無効です。

※ オンリモー ドとは、コントローラ (コ ンピュータ)を含まないシステムにおい

て、データを送る頂」(ト ーカ)と データを受ける収」(リ スナ)が固定され、 1対
lの接続で使用する方法です。

※ 制御方法をソフトにした場合BCD/HEXス イツチはHEX側 にして下さい。

1-2-2 0UT/INス イッチ(SW2)
入出カポー トの 8バイ トを、バイ ト単位で入力または出力に設定 します。

出荷時の設定

注意
『

F

デイップスイッチ ONで出カポート.

ディップスイッチ OFFで 入カポー ト.

|  
°UT・N  I

12345070
Ｏ

Ｕ

Ｔ

O O

|

N
|

N
|

N

|

N

|

N
|

N

|

N

|

||

釧
▲――●
晰

「

―ADR¬ 
「

-ONLY

O 0 0 O O

W

出荷時の設定



各種機能設定

l    MODE 「一

1-23 MODEス イ ッチ(SW3)

ＯＮ　▲Ｔ↓▼鰤
出荷時の設定

4 T 1 2

8 負 0 0

スイッチNo 名 称 機

1

2

デリミタ 2ビ ットのスイッチのON/OFFで 4種類の組合せができます。

アダプタがトーカ動作では、送信データの最後に設定したデリ

ミタコードを付加して他のGP― lB機器ヘデータを転送します。

アダプタがリスナ動作では、設定したデリミタコードを受信し

たとき、データ列の終了として受信データを出カポートにセッ

トします。

動作モード0～2で は、受信したデリミタコードは出力しません。

スイッチ設定

1   2    テ
・
リミタ

OFF OFF CR LF
ON OFF CR
OFF ON  LF
ON ON  EOl

3 4/8モ ード 4ビ ッ トモ ー ト
.は

、入出力機器のデータ形式がBCDまたは
HEXコ ードの場合に使用します。

ァ ダプタが トーヵの場合 、入力のBCDま たはHEXコ ー ドを

17ベ ージのBCD,HEX切 り換 え表に示す 4ビ ッ トの ビッ ト

配列に対応したASCIIコ ードに変換して、GPJB機器へ転送
します。またアダプタがリスナの場合、GPJ酪器からの

BCDま たはHEXの ASCIIコ ード信号を4ビ ットのビット配

列に変換 して出カポートヘ出力します。
]ビ ッ トモ ー ド においては、GP‐ lBか ら受信したデータはそ
のまま出カポートにセットします。入カポートのデータはその
ままCP― IBへ転送します。
例)ASCIIコ ードで'9″ の数値を受信した場合、出カポートには

次のようにセットされます。

データがバイナリコードの場合、8ビ ットモードで使用し、
デリミタはEolに して下さい

江ヽ

D= D「 Ele D5 D4 ●
=

02 ● 1

● ● ! 1 0 ● 1

4 制御 正/負 OUT STROBEと START信号の正負論理 を設定 します。

入力 正/負 入力信号の正負論理を設定します。

6 出力 正/負 出力信号の正負論理を設定します。

7

8

モート
・スイッチ  1

1-卜
・スイッチ  2

2ビ ットのスイッチのON/OFFで 、3種類の動作モードを

設定できます。

10



各種機能設定

2.動作モー ド
MODEス イツチのスイッチ番号 7と 8に より、3種類の動作モードを設定できます。

各モードでの動作一覧表

MODE

MODEス イッチ

MLA MTA

ONLY START信号
ＯＵＴ

ＴＲ０３Ｓ
7 8 LISTEN TALK SRQ ‐Ｎ輌

OFF OFF O O 〇 X O × 0

1 ON OFF 0 O × O × O O

2 OFF ON 0 〇 × X ○ × O

参照 ぽ     MLA:My Listen Addressの IIEで リスナに指定 されることです。

MTA:My T」 k Addressの 略で トーカに指定 されることです。



各種機能設定

2-1 モーード0
アダプタと人出力機器間のデータ転送で、相互に同期をとる必要がない場合使用 します。

OUT STROBE :LOW ACTIVE(負 論動 の場合

OUT READY :H10H ACTIVE(正論助 の場合

(例 .リ レーのON、 OFF制御、表示灯の制御、スイッチ状態を読み込みなど。

SRQ信号の発生とその処置を行なう機能があります。

ただし、ステータスバイトは下記のように固定です。

0 RQS 0 0 0 0 0 0

21-1 トーカ動作

アダプタが トーカに指定されると、す ぐに入力に設定されたポー トのデータを読み込み、

他のCP IB機器のリスナあるいはコントローラヘデータを転送 します。

2-1-2 リスナ動作

アダブタが リスナに指定 され、全データを受信 (デ リミタ信号を受信)し た後OUT
READY信号 が ア クテ イブで あれ ば、受信 デー タ とOUT STROBE信号 を出力 します 。 デー

タは、「データ転送方法Jに説明してある動作にもとづいて出カポートにセットされま

す。

出カポート分以上のデータを受信した場合、デリミタ側のデータはすてられます。

DlD2D3D5D6D7D8

12



各種機能設定

2-2 モー ド1

アダブタと入出力機器間のデータ転送を、相互に同期をとって動作させます。

N READY:HICH ACTIVEの場合

START :LOW ACTlVEの 場合

221 トーカ動作

アダプタが トーカに指定されるとIN READY信 号をアクテイブにします。入出力機器はIN

RDりY信号を受けたらアダプタヘSTARTの パルス信号を出さなければいけません。

アダプタは、START信号により入出力機器のデータを読み込み、他のCP IB機器のリスナ

あるいはコントローラヘデータを転送します。

なお、アダプタがトークオンリ動作のときは、START信号を受けると、すぐにリスンオン

リのGP IB機器ヘデータを転送します。

2-2-2 リスナ動作

モード0の リスナ動作と同じです。

13



各種機能設定

2-3 モー ド2
SRQ(割 り込み)信号の発生とその処理 (シ リアルポール)を行う機能があります。入出力機器から

のsTART信号によりSRQ信号を発生します。

GP IBコ ントローラはシリアルポーリングをおこない、SRQ信号発生の機器とそのステータスを調べま

す。

ZS6126P

h
．
′
―
、

入出力機器

:N READゝ

START

S ATUS

OUT

OUT READY

,UT STROBE

ステータス (Sl～ S7)は、ポー ト番号 8のD7ビ ットを除 く7ビ ットを使用 して下さい。D7ビ ツトは

RQS信号になっています。

このモー ドにおいて、OUT/1Nス イッチの 8は、その設定に関係なくINに なります。

D8 D7 D6 D5  D4 D3  D2  Dl
S7 RQS S6 S5 S4 S3 S2 Sl

2-31 トーカ動作

アダプタが トーカに指定されると、すぐに入出力機器のデータを読み込み、他のGP IB機器のリスナ

あるいはコントローラヘデータ転送します。このとき、入出力機器のデータはIN RF_tDY信 号がアク

テイプの間、保持されていなければいけません。

2-3-2 リスナ動作

モード0の リスナ動作 (212項)と 同じです。
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各陵機能設定

3.ソ フトによる各種機能設定
デイップスイッチで設定する各位機能はGP IB側から次のようなコマンドを指定してソフトによる

設定 もで きます。書 き込 まれた コマ ン ドデ ー タはEE PROMに ス トアされ ます ので電源 をOFFに して

も再書き込みをしない限り同じ条件で動作 します。

3.1 書き込みコマンド機能一覧

機能
データ設定形式

い
'―

"

,フ ォルト 蓼熙ベージ ル

口 0 ボート入出カ 11,2 ,8 全ポート入力 17 ×

DT BCD′ HⅨ′USR BCDモード X

CST ユーザ文字 畿 1 -c15 HEXモ ード X

入カデータ筆璽
正論理

×

00P 出カデータ腱崚 X

6 C■ 制御信号護理 負論理 X

N READY信 号の使用

モード0の設定
X

STT STAFT==の御ヨ ×

9 ビットパターンの使

"
pn 脚 調しない 0

10 OP3 ビット′ヽターンデータ P(■ F「HEX O

ステータスバイトポート モードoの設定 ×

12 OSF バルス福 20μ , O

OLM デリミタ CR+LF X

指定ビツトセツト p:■ 21 O

離 ビットリセット ptn 21 O

指定上位4ビットセット p:n 21 O

指定下位4ビットセット p:。 O

餃 ポートセット p● O

Bll 澄定ボートのデータリード , O

20 EETROMを デフォルトにする X

注1)○ 印はディップスイッチモード時でも有効なコマンドです。

注2)データセツトコマンド(No 14～ 18)で はOUT STROBE信号が出力されます。
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各種機能設定

3.2 読み込みコマンドー覧

動作機能の設定内容を読むことができます。ソフトモー ドではEE PROMの 内容、ディップスイッ
チモー ドではスイッチ設定状況がデータとして送 られてきます。

No コマント
‐

機 能 テ・ 夕設定形式 テ・ 夕取得形式 参照ベージ

1 PIO? ホ ト入出力 plp2… p8

2 DTF, BCD/HEX/USR

3 CST? ユ I文字 clo2  c16

4 DIP? 入カデウ論理

5 DOP? 出カデウ論理

6 CTL? 制御信号論理

7 NR? IN READY信 号の使用

8 STT? STARl信号の使用

9 SRM? ビットハターンの使用 p 24

SOで ステータスハイトホート

OSP? ハ″幅 t 24

BPD? セ ット′ゞ夕→ゲ ータ p

16



各種機能設定

3.3 書 き込みコマンドの機能説明

3.3.1 設定コマン ド

①P10コ マンド

ポート単位の入出力設定を行います。

設定方法

"P10plp2p3p4p5p6p7p8"    Plヽ P8

0:入力

1:出力

例 "P1010001111"・¨ポー ト1、 5、 6、 7、 8を 出力。ポー ト2、 3、 4を 入力。

②DTFコ マンド

入出カデータの変換方法の指定を行います。

nデータ形式

・DTFn"               0:HEX

l:BCD

2:USR

コード表

USRはデフォルト値でこの文字を任意に設定できます。

③csTコ マンド

入出カデータの変換のためのデータ設定を行います。セットするデータは英数字、記号のみと

します。

設定方法

"CSTcOcl…・C15"

出カデータ 0 1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 つ
０ 14 15

HEX 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

BCD 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 *
/ E +

USR 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

17



各種機能設定

④DIPコ マンド

入カデータに対しての正負論理変換を行います。

"DIPn"              n言 命理 0:負

1:正

⑤DOPコ =´ ンド

出カデータに対 しての正負論理変換を行います。

"DOPn"        n論 理 01負

1:正

⑥CTLコ マンド

制御信号の正負論理設定です。

"CTLcis"           c:制 御信号番号   010UT STROBE

l:START

s:論理     0:負 論理

1:正論理

例 )CTLO:1   0UT STROBEを 正論 理 に設定

⑦INRコ マンド

IN READY信号の出力設定です。

"INRs"         S  O:使 用しない

1:使用する

デフォルト:使用しない

③STTコ マンド

ST ART信号 に よる動 作 を決 め ます 。 また IN READYと 併 用 す る こ とに よって デ イ ップス イ ッ

チ設定によるモード1(START信号によるデータ取込待ち)と 同等の使い方ができます。

"STTs'        S  Oヽ T斑ご信号を無視

1:sT赳ご信号でSRQを発生 しステータスバイ トの読

取 りができます。

21N READY状態の時、START信号で入カポー トの

データをGP IBへ 出力 します。

3:上記 1と 2の動作 を合わせて行います。IN READY

状態(START信号待ち)で はSRQは発生 しません。

この状態以外の時sTART信号でSRQを 発生 しま

す。
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各種機能設定

⑨SRMコ マンド

ビットパターン機能の使用を設定します。BPDコ マンドで設定したデータと外部入カデータが

一致した時SRQを 発生させます。

"SRMpin"          p  ホート番号(1,2,5,6)

n  O:使用 しない

1:使用する

⑩BPDコ マンド

ビットパターンデータをセットします。指定したポートの入出力機器側のデータを設定したパ

ターンデータと一致主る毎にSRQを発生させます。発生したSRQに対してホストでポーリ

ングと行わなくてもZs 6125で は一致する毎にSRQを発生させます。ホス トがポーリングを

行った場合SRQの ステータスバイトは最新のデータをセットします。(発生毎に更新)

"BPDpin"          pポート番号(1,2,5,6)

nバイトデータ

デフォフレト■25,6の全ボート ooHEX
パターンが 一致するとsRQを発生 します。sRQの ステータスバイトは以下のとおりです。な

お、ステータスバイトの内容は「ビツトパターンー致情報Jと 「STARTパルスによるsRQ情

報Jと に分かれます。

bit 8 7 6 5 4 3 2 1

RQS

≪ビットパターンー致情報≫

bitl:1ポ ー トロパターン         o:一 致 していない

b■2:2ポー トロパターン         1:一 致 した

bit3:5ポー トロパターン

bit4:6ポ ー トロパターン

bit5:データエラー      …… コマンドのデータセットミス    o:エ ラー無 し

1:エ ラー有 り

bit6:コ マンド・フォーマット・エラー   …… コマンドミス     o:エ ラー無 し

1:エ ラー有 り

bit7:RQS

bit8:SRQ発生要因            0:ビ ットパターンー致によるSRQ

16TATR信号によるSRQ
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各種機能設定

⑪SORコ マンド

START信号によるSRQ発生時ステータスバイトのRQSと bit7を 除く6ビ ツトで読み取るポート

を指定します。

"SORs・ 0:使用しない

1:ポ ート1

2:ポ ート2

3:ポ ート3

:

8:ポ ート8

≪STARTパルスによるsRQ情報》

bitl

bit2

bit3

bit4

bit5

bit6

bit7

b■8:1 ……。 ST ART信号より発生

⑫OSPコ マンド

OUT STROBEのパルス幅を設定 します。

t 時間 0

1

2

3

20μ s

100μ s

l ms

2 ms

⑬DLMコ マンド

GP IBの デリミタを設定します。

"DLMn"

デフォフレト:cR+LF

OiCRttLF

l:CR

2:LF

3:EOI

Iソ フ トモ ー ド】 …ヽ… ………・・SORで設定 した ポ ー トのDl～D6の デ ー タ

がセットされています。

【デイツプスイツチモード】 ・̈モード2では8ポートロのDl～D6のデータ

がセットされています。
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各種機能設定

⑭SETコマンド

ビット単位で出カデータをセットします。

"SETpコl"         p:ポ ~卜 番号(1～ 8)

n:ビ ット番号(1～ 8)

例)"sET317" …… 3ポートロの7ビ ットロをセットします。(正論理出力の場合)

ポート3 00●●〇〇〇〇 → 〇●●●○○○○

↑

⑮RESコマンド

ビット単位でデータをリセットします。

"RESpm"          p:ポート番号(1～ 8)

n:ビ ット番号(1～ 8)

例)・RES22" ・…・・ 2ポートロの2ビ ツトロをリセットします。(正論理出力の場合)

ポート2 0000● ●●● → ○○○○●●○●

↑

⑩RIGコ マンド

指定ポートの上位4ビ ツトをセットします。

"HIGpm"          p:ポ ~卜番号(1～ 8)

n:上位4ビ ツトデータ(0～ F)

例)"HIG7:B・
 ・…・ 7ポートロの上位4ビ ツトに16進データ"B"を セットします。

ポート7 0●●○○●○● → ●○●●〇●○●

ヽ v〃
上位4ビ ツトに上書きされる

⑫LOWコ マンド

指定ポートの下位4ビ ツトをセットします。

"LOWpm"         p:ポ ~卜番号(1～ 8)

n:下位4ビ ツトデータ(0～ F)

例)・LOW3:2・
 ・…。・ 3ポ ートロの下位4ビ ツトに16進データ"2"を セットします。

ポート3 0000● ○〇● → ●○○○○○●○

ヽ vν
下位4ビ ツトに上書きされる
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各種機能設定

⑬BTOコ マンド

指定ポートにバイトデータを出力します。データコードはDTFコ マンドでセットしたコード

を使用して下さい。

"BTOp:m■ " p:ポート番号(1～ 81

m:上位4ビ ツトデータ

n:下位4ビ ツトデータ

例)"BT052A" ・…… 5ポートロにHEXコ ードで2Aを セットします。(正論理出力の場合)

ポート5 ●○●○●〇●○ →

 甲

2A(HEX)

OTIコ マンド

データをリードするポートを設定します。このコマンドを実行後、 トーカ指定でデータを

リードすれば指定されたポートのデータカわTFコマンドでセットしてあるコード変換で送られ

てきます。
"BTlp"          P:ポ こ卜番号(1～ 8)

④EPDコ マンド

EE PROMの内容をデフォルト値に戻します。

""Dn"           ■0以外は無効
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各種機能設定

3.4 読み込みコマンドの機能説明

①PIO?コ マンド

ポート単位の入出力設定の状態を読みます。

"P10?"        pl～ p8ポート1～ 8

戻り値 :"plp2p3p4p5p6p7p8" 0:入 力

1:出力

②DTF?コ マンド

入出カデータの形式内容を読みます。

"DTF?"        n:データ形式

0:HEX

炉きりl■L:"n"          1:BCD
2:USR

③CST?コマンド

USRコ マンドで設定されている16文字の内容を読みます。

"CST?"        c:設 定キャラクタ

戻 り値 :"clc2c3… c16"

④DIP?コ マンド

入カデータに対しての正負論理変換の設定内容を読みます。

"DIP?"        ■論理   o:負
1:正

戻り値 :"n"

⑤DOP?コ マンド

出カデータに対 しての正負論理変換の設定内容を読みます。

"DOP?"           n論理    0:負

1:正

戻 り値 :"・・

⑥CTL?コ とヽンド

データ出力(又は入力)の ための制御信号の正負論理設定を読み込みます。

"CTLc?"       c:制 御 信 号番 号  0,OUT STROBE
l:START

戻り値 :"s・      s:論 理     0:負論理

1:正論理
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⑦INR?コ マンド

IN RADY信 号の設定を読み出します。

"INR?"           S  O:使 用しない

戻 り値 :"s'           1:使 用する

③STT?コマンド

START信号使用設定を読み出します。

⑨SRM?コ マンド

ビットパターンによるsRQ発生機能の設定内容を読みます。

"STT?"

戻 り値 :"s'

"SRMp?"

戻 り値 :"n'

"OSP?"

戻り値 :"t'

⑫BPD?コ マンド

ビットパターンデータを読み込みます。

S  O:使用 しない

1:使用する(sRQ発生
)

p:ポ ー ト番号(1,2,5,6)

o:使用 しない

1:使用する

s  o:使用 しない

1:ポ ー ト1

2:ポ ー ト2

3:ポ ー ト3

:

8:ポ ート8

t:時間  020μ s

l:100μ s

2:lms

3:2ms

p:ポ ート番号(1,2,5,6)

nノ イヾトデータ

⑩SOR?コ マンド

START信号によるsRQ発生時に、どのポートのデータがステータスバイトにセットされてい

るか読み出 します。

"SOR?"

戻り値 :"s'

⑪OSP?コ マンド

OUT STROBEのパ ル ス幅が い くらにセ ッ トされ て い るか を読 み 出 します 。

"BPDp?"

戻り値 :"n"
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データ転送方法

データ転送方法

1.データの転送順序
デイップスイッチモードでのデータ入出力動作と各ポートとの関係、および転遡眸 は次

の通りです。

トーカ動作では、入力に設定されたポートの全データをポート番号の小さい方 (上位デー

タ)か ら順に転送し、最後にデリミタを付加してパソコンなどGP IBコ ントローラヘ出力し

ます。

リスナ動作では、パソコンなどからのデータは、出力と設定されたポートに、ポート番号

の小さい方から受信したデータの順で出力します。

転送順序 8ビ ッ トモー ド 4ビ ッ トモー ド

1ポー ト

2ポー ト

3ポー ト

4ボー ト

↓

1ポー トの D5～ D8
1ボー トの Dl～ D4
2ポー トの D5～ D8
2ポー トの 01～ D4

↓

2.BCDと HEXの切 り換 え

MODEス イ ツチ のN03を 4ビ ッ トモ ー ドに設 定 した と き、ADRス イ ツチ のNo8で BCDと

HEXの選択をして下さい。

入出カポー トデータ CPJB側データ (ASC‖ コー ド)

D8/04 07/D0 D6/D2 D5/01 BCD HEX

0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 1 1

0 0 1 0 2 2

0 1 1 3 3

0 1 0 0 4 4

0 1 0 1 5 5

0 1 1 0 6 6

0 1 1 1 フ 7

1 0 0 0 8 8

1 0 0 1 9 9

1 0 1 0 X A

1 0 1 1 /

1 1 0 0 C

1 1 0 1 E D

1 i 1 0 E

1 1 ] 1 + F

却κFの l留ど嘉」[靡 1ヽ危発し澪 轟む轟
コンからAS釧コー



データ転送方法

3.制御信号
データ信号以外に、つぎのような制御信号があります。

信 号 方 向 形 式 動 作

LOCAL IN パ ,レ ス

リモー ト状態をローカル状態に切り換えます。

ローカルロックアウトでは無効です。

パルス巾 l ms以 上のLOW信号。

REMOTE OUT レベル リモート状態でLOW信号。

lN READY OUT レベル
START信号が受信可能である時HIGHレベルになり

ます。

OUT READY IN レベ

'レ

入出力機器がデータ受信可能のときHlGHレベルに

して下さい。

OUT STROB[ OUT パルス

動作モードの項を参照して下さい。

MODEス イッチ(SW3}の N04で 正負論理の選択が

できます。(パルス幅はOSPによる設定値)

START IN ′0レ ス

動作モー ドの項を参照 して下さい。

MODEス イッチ(SW3〕のNo4で 正負論理の選択が

できます。パルスの前縁で トリガをかけます。

TRIGGER 00T パ ,レ ス
GET命令による負論理パルス出力信号です。

(パルス幅1∞ ″9

OLEAR OUT パルス
DCL、 SDC命令による負論理パルス出力信号

です。 (パルス幅100″ s)
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